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(57)【要約】
【課題】中間転写ベルト内周面のキズの発生を防止し、
異常画像の形成を抑制し得る中間転写ベルトを提供する
。
【解決手段】本発明の中間転写ベルトは、少なくとも熱
可塑性樹脂を含んで構成される中間転写ベルトであって
、該中間転写ベルトが繊維状物質を含み、該中間転写ベ
ルトの周方向に対して垂直の方向における該繊維状物質
の配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦３０°の関係を満たすこ
とを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも熱可塑性樹脂を含んで構成される中間転写ベルトであって、
　該中間転写ベルトが繊維状物質を含み、
　該中間転写ベルトの周方向に対して垂直の方向における該繊維状物質の配向角Ｆａが、
５°≦Ｆａ≦３０°の関係を満たす
ことを特徴とする中間転写ベルト。
【請求項２】
　前記配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦１５°の関係を満たすことを特徴とする請求項１に記
載の中間転写ベルト。
【請求項３】
　前記繊維状物質が、天然繊維および／または化学繊維であることを特徴とする請求項１
または２に記載の中間転写ベルト。
【請求項４】
　前記繊維状物質は、平均外径が１０μｍ～５０μｍ、平均繊維長が２００μｍ～１００
０μｍであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の中間転写ベルト。
【請求項５】
　前記中間転写ベルトは、平均粒子径が１μｍ～５μｍの有機および／または無機の微粒
子をさらに含有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の中間転写ベル
ト。
【請求項６】
　前記中間転写ベルトは導電性樹脂をさらに含有し、該導電性樹脂がポリエーテルユニッ
トを有するポリマーであることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の中間転
写ベルト。
【請求項７】
　前記中間転写ベルトはそれぞれに熱可塑性樹脂を含む２層からなり、該２層は該熱可塑
性樹脂の共押出により形成されてなることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記
載の中間転写ベルト。
【請求項８】
　少なくとも、像担持体上に静電潜像を形成するための静電潜像形成手段と、該像担持体
上に形成された静電潜像にトナーを用いてトナー像とする現像手段と、該像担持体上のト
ナー像を中間転写ベルト上に転写する一次転写手段と、該中間転写ベルト上のトナー像を
被記録媒体上に転写する二次転写手段と、該被記録媒体上のトナー像を定着する定着手段
とを備えた画像形成装置であって、該中間転写ベルトが、請求項１～７のいずれか１項に
記載の中間転写ベルトであることを特徴とする画像形成装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間転写ベルト及びそれを用いた画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、画像形成装置においては様々な用途でシームレスベルトが部材として用いら
れている。特に近年のフルカラーの画像形成装置においては、イエロー、マゼンタ、シア
ン、ブラックの４色の現像画像を一旦中間転写媒体上に色重ねし、その後一括して紙など
の転写媒体に転写する中間転写ベルト方式が用いられている。
【０００３】
　中間転写ベルトとしては、硬化性樹脂を用いてバッチ生産する方法と熱可塑性樹脂を用
いて連続押出生産する方法があり、環境負荷低減や低コスト要求には、熱可塑性樹脂を用
いて連続生産する方法が優位であることが既に知られている。熱可塑性樹脂は、中間転写
ベルトに成形したときの弾性率が１０００ＭＰａ～４０００ＭＰａの範囲にある。しかし
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弾性率が２０００ＭＰａ以上のものは、ベルト形状にした場合の表面硬度が高く、ベルト
表面キズや耐久時のスジ画像は発生しない一方、ベルトが割れやすく、成形温度が高く、
安定した成形が難しいといった問題があった。そこで、熱可塑性樹脂を中間転写ベルトに
用いる場合には、弾性率が１０００ＭＰａ～２０００ＭＰａの範囲にある樹脂を用いるこ
とが一般によく知られている。
【０００４】
　しかし、弾性率が１０００ＭＰａ～２０００ＭＰａの範囲にある熱可塑性樹脂は、低環
境負荷、低コストであるものの、樹脂の物性、特に表面硬度（マルテンス硬度）が低く、
ベルトの駆動ローラ、張架ローラ、クリーニング対向ローラと接触するベルトの内周面に
各ローラの表面凹凸によるキズやスジがつき、これを原因とする異常画像が発生するとい
う問題があった。例えば張架ローラ表面に当初からまたは異物付着による微小な凹凸があ
る場合、中間転写ベルト裏面に金属粉やトナー凝集体等の異物が付着した場合、および／
または、長期の使用によりローラの表面の周方向にキズが形成された場合は、当該微小な
凹凸、金属粉やトナー凝集体の形状、および／または、ローラ表面の周方向キズにそれぞ
れ対応した凹凸がベルト表面に生じることがわかっている。 図１は、ローラの表面凹凸
を原因として発生したベルト内周面のキズの一例の光学顕微鏡写真である（倍率×２００
倍）。画像解析によりキズの長さは５μｍ～２０μｍ、キズの深さ（高さ）は１μｍ～２
μｍである。
　この中間転写ベルトの表面凹凸は、転写時の密着不良となるため、画像上縦スジとなっ
て顕在化することが問題となっている。
　中間転写ベルト内周面のキズ対策として、 １）前記ベルトを張架する張架ローラ表面
の面粗さを低減する方法、２）張架ローラのひとつに付着物除去用クリーニング部材を配
置する方法、３）ローラ表面の摩擦係数を０．２５以下またはローラ表面の摩擦係数をベ
ルト裏面の摩擦係数より小さくする方法、４）ベルト裏面の粗さを低減する方法が提案さ
れている。
【０００５】
　例えば特許文献１（特開２００７‐１７８７５０号公報）には、熱可塑性樹脂組成物か
らなるエンドレスベルトの内周面に、前記熱可塑性樹脂組成物より高硬度な硬化樹脂組成
物からなる層をコートし、かつ前記硬化樹脂組成物からなる層の内周面の算術平均粗さRa
が０．１０μｍ以下である画像形成装置用ベルトが開示されている。しかし、このような
硬化樹脂組成物からなる層をコートする方法では、ベルトを形成する材料とコートした層
との接着性や密着性が課題となる。特にベルトを形成する材料が極性の小さいオレフィン
樹脂や表面エネルギの小さいフッ素樹脂などである場合は、コート層が剥がれたり、コー
ト層に亀裂が入ったりする問題があった。
　また特許文献２（特開平１０－４８９６３号公報）には、絶縁性短繊維により補強され
たエラストマ－からなる層を有する中間転写体が開示されている。しかしこの技術では、
ローラの表面凹凸によるキズやスジを原因とする異常画像が発生するという問題をいまだ
解決するには至っていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって本発明の目的は、中間転写ベルト内周面のキズの発生を防止し、異常画像の
形成を抑制し得る中間転写ベルト及びそれを用いた画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、少なくとも熱可塑性樹脂を含んで構成される中間転写ベルトであって、該中
間転写ベルトが繊維状物質を含み、該中間転写ベルトの周方向に対して垂直の方向におけ
る該繊維状物質の配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦３０°の関係を満たすことを特徴とする中
間転写ベルトである。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明によれば、中間転写ベルト内周面のキズの発生を防止し、異常画像の形成を抑制
し得る中間転写ベルト及びそれを用いた画像形成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ローラの表面凹凸を原因として発生したベルト内周面のキズの光学顕微鏡写真で
ある。
【図２】配向角Ｆａの算出方法を説明するための図である。
【図３】本発明の画像形成装置の一例の構成を示す概略断面図である。
【図４】感光体を配設する作像部の構成を示す概略断面図である。
【図５】現像装置の構成を示す概略断面図である。
【図６】プロセスカートリッジの一例の構成を示す概略断面図である。
【図７】中間転写ベルトの一例の構成を示す外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
　本発明の中間転写ベルトは、少なくとも熱可塑性樹脂を含んで構成され、繊維状物質を
含み、周方向に対して垂直の方向における繊維状物質の配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦３０
°の関係を満たすことを特徴としている。
【００１１】
［熱可塑性樹脂］
　本発明で用いる熱可塑性樹脂としては、ポリオレフィン系樹脂、フッ素樹脂等が好まし
い。ポリオレフィン系樹脂としては、例えばポリエチレン、ポリプロピレン等が挙げられ
、フッ素樹脂としてはポリフッ化ビニリデン等が挙げられる。その他、ポリスチレン、ポ
リメチルアクリレート、ポリ塩化ビニル、ポリブタジエン、天然ゴム、ポリビニルアルコ
ール、ポリアミド等も使用することができる。これらの中でも難燃性を有するポリフッ化
ビニリデン樹脂がとくに好ましい。
【００１２】
　ポリフッ化ビニリデン樹脂としては、フッ化ビニリデンのホモポリマー、フッ化ビニリ
デンとコモノマーとを共重合体したコポリマーがある。共重合に用いるコモノマーとして
は、６フッ化プロピレン、テトラフルオロエチレンなどが挙げられ、該コモノマーの含有
率は５～１５モル％程度である。
【００１３】
［繊維状物質］
　繊維状物質としては、例えば綿、麻、絹、羊毛等の天然繊維、レ－ヨン、キュプラ、ア
セテ－ト、プロミックス、ナイロン、アクリル、ビニロン、ビニリデン、ポリ塩化ビニル
、ポリエステル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ベンゾエ－ト、ポリクラ－ル等の化学
繊維、セラミック繊維、ガラス繊維、アラミド繊維、フェノ－ル系繊維、ポリウレタン系
繊維、フッ素系繊維等の特殊機能繊維等が挙げられ、これらの繊維は１種または２種以上
を混合して使用することもできる。中でも本発明の効果が向上するという観点から、天然
繊維、化学繊維が好ましい。
【００１４】
　繊維状物質は、本発明の効果が向上するという観点から、平均外径が１０μｍ～５０μ
ｍ、平均繊維長が２００μｍ～１０００μｍの短繊維であることが好ましい。平均外径や
平均繊維長は、繊維状物質のＳＥＭ像を３００個無作為にサンプリングし、その画像情報
を画像解析装置に導入して解析を行うことにより算出することができる。
【００１５】
　繊維状物質は、中間転写ベルトの内周面を含む層中に、例えば0.5～10.0質量％添加さ
れるのが好ましく、1.0～5.0質量％添加されるのがさらに好ましい。 
【００１６】
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［配向角Ｆａ］
　本発明でいう配向角Ｆａは、次のようにして測定される。
　成形した中間転写ベルトの内周面の表面をＳＥＭ観察し(１０００倍～１００００倍)、
画像データを取得する。画像データから１００本の繊維状物質を抽出し、図２に示すよう
に、ベルト周方向（Ｘ方向）とは垂直の方向（Ｙ方向）を０°としたときの繊維状物質の
配向角を、Ｙ方向を基準として反時計回りに－９０°ないし時計回りに９０°の範囲で測
定し、配向角の絶対値を平均化したものを、配向角Ｆａとする。
【００１７】
　繊維状物質の配向角Ｆａは、例えば次のようにして調整することができる。
　熱可塑性樹脂の押出し成形時に、円形ダイスから引き出す条件によって繊維状物質の配
向を調整することができる。また、微粒子を含有させることで配向の度合いを下げること
もできる。
　中間転写ベルトを押出し成形する場合、ベルトの膜厚は、押出し機からの樹脂の押出し
量とベルトの引取り速度（延伸速度）で調整される。押出し機からの押出し量は、押出し
する樹脂の粘度、押出し機のスクリューの回転数、ベルト成形金型のノズル面積（リップ
幅）で決定される。
　繊維の配向角Ｆａは押出し機内あるいは金型内部の樹脂の粘度と流速、押し出し後の延
伸速度で制御される。繊維の配向角Ｆａを小さくするには、樹脂の粘度を下げ、流速を早
くし（樹脂の押出し量を上げる）、引取り速度を上げればよい。繊維の配向角Ｆａを大き
くするには、この逆の調整を行えばよい。
　また、樹脂組成中に微粒子を添加し、繊維の配向を阻害する方法が挙げられる。
　微粒子は、一般的な無機微粒子、有機微粒子が挙げられる。特に有機微粒子では、メイ
ンの樹脂と同じ組成のものの高分子量体、あるいは架橋体を用いるとメインの樹脂との相
溶性が良く、表面性の良いベルトが得られる。
　このほかにも、押出し機、金型内部で樹脂の流れを乱す方法が挙げられる。好ましくは
、金型内部に乱流を発生させるようなリブを設置したり、金型内部に樹脂だまり部を設置
したりする方法などが挙げられる。
【００１８】
　本発明では、繊維状物質の配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦３０°の関係を満たすことが必
要である。Ｆａが５°未満あるいは３０°を超えると本発明の効果を奏し難い。配向角Ｆ
ａは、５°≦Ｆａ≦１５°の関係を満たすことがさらに好ましい。
【００１９】
　続いて、本発明の中間転写ベルトに添加可能な各種成分について説明する。
［導電性樹脂］
　本発明の中間転写ベルトは、ポリエーテルユニットを有するポリマーからなる導電性樹
脂、とくに耐屈曲性の観点から結晶性を有する導電性樹脂を含むことが好ましい。これら
の中でも、ポリエーテルアミド成分、ポリエーテルエステルアミド成分又はポリエステル
－エーテルブロック共重合体成分を含有する高分子イオン導電剤が好適であり、更に、こ
れに加えて低分子イオン導電剤成分を含有することが好ましい。
　また、上記ポリエーテルアミド成分及びポリエーテルエステルアミド成分としては、ポ
リエーテル成分が（－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－）を含有し、ポリアミド成分がポリアミド１
２又はポリアミド６を含有するものが特に好ましい。
　また、親水性ポリマーのユニットと、ポリオレフィンなどの疎水性ポリマーのユニット
とが、エステル結合、アミド結合、エーテル結合、ウレタン結合、イミド結合等を介して
繰り返し交互に結合したブロック共重合体も、好適に用いることができる。前記ポリオレ
フィンとしては、ポリマーの両末端にカルボキシル基、水酸基、アミノ基等の官能基を有
するポリオレフィンが挙げられ、特に、ポリプロピレン及びポリエチレンが好適である。
　前記親水性ポリマーとしては、水酸基を有するポリオキシアルキレン等のポリエーテル
ジオール、両末端カルボキシル基のポリアミドとポリエーテルジオールとから構成される
ポリエーテルエステルアミド、ポリアミドイミドとポリエーテルジオールとから構成され
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るポリエーテルアミドイミド、ポリエステルとポリエーテルジオールとから構成されるポ
リエーテルエステル、ポリアミドとポリエーテルジアミンとから構成されるポリエーテル
アミド等が使用でき、中でも、水酸基を有するポリオキシアルキレンが好ましい。
　具体例としては、両末端が水酸基のポリオキシエチレン（ポリエチレングリコール）、
ポリオキシプロピレン（ポリプロピレングリコール）等が挙げられる。
【００２０】
　導電性樹脂は、無機塩又は有機塩を添加して用いると安定性した導電性が得られるので
好ましい。また、劣化防止のため酸化防止剤やラジカル補捉剤を加えてもよい。
　無機塩又は有機塩の例としては、無機又は低分子量有機プロトン酸のアルカリ金属、ア
ルカリ土類金属、亜鉛又はアンモニウム塩が挙げられ、例えば、ＬｉＣｌＯ４、ＬｉＣＦ

３ＳＯ３、ＮａＣｌＯ４、ＬｉＢＦ４、ＮａＢＦ４、ＫＢＦ４、ＮａＣＦ３ＳＯ３、ＫＣ
ｌＯ４、ＫＰＦ６、ＫＣＦ３ＳＯ３、ＫＣ４Ｆ９ＳＯ３、Ｃａ（ＣｌＯ４）２、Ｃａ（Ｐ
Ｆ６）２、Ｍｇ（ＣｌＯ４）２、Ｍｇ（ＣＦ３ＳＯ３）２、Ｚｎ（ＣｌＯ４）２、Ｚｎ（
ＰＦ６）２又はＣａ（ＣＦ３ＳＯ３）２等が好ましい。
　導電性樹脂の体積抵抗率は、１０２～１０１０（Ω・ｃｍ）の範囲にあることが好まし
く、１０４～１０８（Ω・ｃｍ）の範囲にあることが更に好ましい。
【００２１】
　導電性樹脂の添加量は中間転写ベルト全体に対し１～１０質量％が好ましい。１質量％
以上であれば抵抗を下げる効果が得られる。また、１０質量％以下であれば、中間転写ベ
ルトの引裂き性や割れ性、あるいはフィルミンングのような中間転写ベルトの汚染性に問
題を生じるようなことはない。
【００２２】
［微粒子］
　本発明の中間転写ベルトは、平均粒子径が１μｍ～５μｍの有機および／または無機の
微粒子をさらに含有することが好ましい。
　微粒子の形状は、球状、針状、円盤状などがある。微粒子の１次粒子径のサイズは、０
．０１～１μｍ程度が好ましい。
　微粒子の材料としては、電子導電剤やイオン導電剤が挙げられるが、有機フィラーや無
機フィラーが好ましい。
　電子導電剤としては、例えば、ケッチェンブラック、アセチレンブラック等の導電性カ
ーボン、ＳＡＦ、ＩＳＡＦ、ＨＡＦ、ＦＥＦ、ＧＰＦ、ＳＲＦ、ＦＴ、ＭＴ等のゴム用カ
ーボン、酸化処理等を施したカラー（インク）用カーボン、熱分解カーボン、天然グラフ
ァイト、人造グラファイト、アンチモンドープの酸化錫、酸化チタン、酸化亜鉛、ニッケ
ル、銅、銀、ゲルマニウム等の金属及び金属酸化物、ポリアニリン、ポリピロール、ポリ
アセチレン等の導電性ポリマー、カーボンウイスカー、黒鉛ウイスカー、炭化チタンウイ
スカー、導電性チタン酸カリウムウイスカー、導電性チタン酸バリウムウイスカー、導電
性酸化チタンウイスカー、導電性酸化亜鉛ウイスカー等の導電性ウイスカー等が挙げられ
る。
　イオン導電剤としては、例えば、テトラエチルアンモニウム、テトラブチルアンモニウ
ム、ドデシルトリメチルアンモニウム、ヘキサデシルトリメチルアンモニウム、ベンジル
トリメチルアンモニウム、変性脂肪酸ジメチルエチルアンモニウム等の過塩素酸塩、塩素
酸塩、塩酸塩、臭素酸塩、ヨウ素酸塩、ホウ弗化水素酸塩、硫酸塩、エチル硫酸塩、カル
ボン酸塩、スルホン酸塩などのアンモニウム塩、リチウム、ナトリウム、カリウム、カル
シウム、マグネシウムなどのアルカリ金属、アルカリ土類金属の過塩素酸塩、塩素酸塩、
塩酸塩、臭素酸塩、ヨウ素酸塩、ホウ弗化水素酸塩、硫酸塩、トリフルオロメチル硫酸塩
、スルホン酸塩等が挙げられる。
　微粒子の添加量は中間転写ベルト全体に対し、0.5～10.0質量％が好ましく、1.0～5.0
質量％がさらに好ましい。
【００２３】
［製造方法］
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　本発明の中間転写ベルトは単層構造、多層構造のいずれであっても良いが、基材層と表
層の２層構造が好ましい。該２層は、基材層用樹脂と表層用樹脂を共押出して同時成形形
成する方法や、基材層と表層を順に成形する方法が挙げられるが、共押出が好ましい。共
押出によると、所望の高い表面光沢度が得られるし、２層の界面の接着性も良好となる。
　基材層の熱可塑性樹脂としては、ポリオレフィン系樹脂、フッ素樹脂等が好ましい。ポ
リオレフィン系樹脂としては、例えばポリエチレン、ポリプロピレン等が挙げられ、フッ
素樹脂としてはポリフッ化ビニリデン等が挙げられる。その他、ポリスチレン、ポリメチ
ルアクリレート、ポリ塩化ビニル、ポリブタジエン、天然ゴム、ポリビニルアルコール、
ポリアミド等も使用することができる。これらの中でも難燃性を有するポリフッ化ビニリ
デン樹脂がとくに好ましい。
　ポリフッ化ビニリデン樹脂としては、フッ化ビニリデンのホモポリマー、フッ化ビニリ
デンとコモノマーとを共重合体したコポリマーがある。共重合に用いるコモノマーとして
は、６フッ化プロピレン、テトラフルオロエチレンなどが挙げられ、該コモノマーの含有
率は５～１５モル％程度である。
　表層の熱可塑性樹脂は、基材層と同じでもよい。ベルト表面状態を良好にするために、
導電剤、フィラーを添加しないことが好ましい。
　共押出とは、例えば基材層と表層の２層の場合、各層の材料を押出す２台の押出機と、
一つの２層用環状ダイスを用い、溶融させた各層の材料を同時に環状ダイスに送り込み、
ダイス中で積層して押出す方法であり、一工程で短時間に積層中間転写ベルトが得られる
。３層以上の場合は、層数に応じた押出機とダイスを用いればよい。
【００２４】
［画像形成装置］
　次に本発明の画像形成装置について説明する。この画像形成装置は、少なくとも、像担
持体上に静電潜像を形成するための静電潜像形成手段と、該像担持体上に形成された静電
潜像にトナーを用いてトナー像とする現像手段と、該像担持体上のトナー像を中間転写ベ
ルト上に転写する一次転写手段と、該中間転写ベルト上のトナー像を被記録媒体上に転写
する二次転写手段と、該被記録媒体上のトナー像を定着する定着手段とを備え、該中間転
写ベルトが上記で説明した繊維状物質を含むとともに、繊維状物質の配向角Ｆａの関係を
満たすことを特徴としている。
【００２５】
　図３は、本発明における電子写真方式の画像形成装置の一例の構成を示す概略断面図で
ある。
　この画像形成装置は、イエロー（以下、「Ｙ」と記す）、シアン（以下、「Ｃ」と記す
）、マゼンタ（以下、「Ｍ」と記す）、ブラック（以下、「Ｋ」と記す）の４色のトナー
からカラー画像を形成するものである。
　この画像形成装置は、複数の潜像担持体を備え、この複数の潜像担持体を表面移動部材
の移動方向に並列させる画像形成装置（「タンデム型画像形成装置」）の基本構成を有す
る。
　この画像形成装置は、潜像担持体として４つの感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋを備えて
いる。なお、ここではドラム状の感光体を例に挙げているが、ベルト状の感光体を採用す
ることもできる。各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋは、それぞれ表面移動部材である中間
転写ベルト１０に接触しながら、図中矢印の方向に回転駆動する。各感光体１Ｙ、１Ｃ、
１Ｍ、１Ｋは、比較的薄い円筒状の導電性基体上に感光層を形成し、更にその感光層の上
に保護層を形成したものであり、また、感光層と保護層との間に中間層を設けてもよい。
【００２６】
　図４は、感光体を配設する作像部２の構成を示す概略断面図である。なお、作像部２Ｙ
、２Ｃ、２Ｍ、２Ｋにおける各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋ周りの構成はすべて同じで
あるため、１つの作像部２についてのみ図示し、色分け用の符号Ｙ、Ｃ、Ｍ、Ｋについて
は省略してある。感光体１の周りには、その表面移動方向に沿って、帯電手段としての帯
電装置３、現像手段としての現像装置５、感光体１上のトナー像を記録媒体又は中間転写
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ベルト１０に転写する転写手段としての転写装置６、感光体１上の未転写トナーを除去す
るクリーニング装置７の順に配置されている。帯電装置３と現像装置５との間には、帯電
した感光体１の表面の画像データに基づいて露光し、静電潜像を書き込む露光手段として
の露光装置４から発せられる光が感光体１まで通過できるようにスペースが確保されてい
る。
【００２７】
　帯電装置３は感光体１の表面を負極性に帯電させる。この例における帯電装置３は、い
わゆる接触・近接帯電方式で帯電処理を行う帯電部材としての帯電ローラを備えている。
即ち、この帯電装置３は、帯電ローラを感光体１の表面に接触又は近接させ、その帯電ロ
ーラに負極性バイアスを印加することにより、感光体１の表面を帯電する。感光体１の表
面電位が－５００Ｖとなるような直流の帯電バイアスを帯電ローラに印加している。なお
、帯電バイアスとして、直流バイアスに交流バイアスを重畳させたものを利用することも
できる。また、帯電装置３には、帯電ローラの表面をクリーニングするクリーニングブラ
シを設けてもよい。なお、帯電装置３として、帯電ローラの周面上の軸方向両端部分に薄
いフィルムを巻き付け、これを感光体１の表面に当接するように設置してもよい。この構
成の場合には、帯電ローラの表面と感光体１の表面との間は、フィルムの厚さ分だけ離間
した極めて近接した状態となる。したがって、帯電ローラに印加される帯電バイアスによ
って、帯電ローラ３ａの表面と感光体１の表面との間に放電が発生し、その放電によって
感光体１の表面が帯電される。このようにして帯電した感光体１の表面には、露光装置４
によって露光されて各色に対応した静電荷像が形成される。この露光装置４は、各色に対
応した画像情報に基づき、感光体１に対して各色に対応した静電荷像を書き込む。なお、
この露光装置４はレーザ方式であるが、ＬＥＤアレイと結像手段とからなる他の方式を採
用することもできる。
【００２８】
　トナーボトル３１Ｙ、３１Ｃ、３１Ｍ、３１Ｋから現像装置５内に補給されたトナーは
、現像剤供給ローラ５ｂによって搬送され、現像ローラ５ａ上に担持される。この現像ロ
ーラ５ａは、感光体１と対向する現像領域に搬送される。ここで、現像ローラ５ａは、感
光体１と対向する領域（以下、「現像領域」と記す。）において、感光体１の表面よりも
速い線速で同方向に表面移動する。そして、現像ローラ５ａ上のトナーが、感光体１の表
面を摺擦しながら、トナーを感光体１の表面に供給する。このとき、現像ローラ５ａには
、電源から－３００Ｖの現像バイアスが印加され、これにより現像領域には現像電界が形
成される。そして、感光体１上の静電潜像と現像ローラ５ａとの間では、現像ローラ５ａ
上のトナーに静電潜像側に向かう静電力が働くことになる。これにより、現像ローラ５ａ
上のトナーは、感光体１上の静電潜像に付着することになる。この付着によって感光体１
上の静電潜像は、それぞれ対応する色のトナー像に現像される。
【００２９】
　転写装置６における中間転写ベルト１０は、３つの支持ローラ１１、１２、１３に張架
されており、図中矢印の方向に無端移動する構成となっている。この中間転写ベルト１０
上には、各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋ上のトナー像が静電転写方式により互いに重な
り合うように転写される。静電転写方式には、転写チャージャを用いた構成もあるが、こ
こでは転写チリの発生が少ない一次転写ローラ１４を用いた構成を採用している。具体的
には、各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋと接触する中間転写ベルト１０の部分の裏面に、
それぞれ転写装置６としての一次転写ローラ１４Ｙ、１４Ｃ、１４Ｍ、１４Ｋを配置して
いる。ここでは、各一次転写ローラ１４Ｙ、１４Ｃ、１４Ｍ、１４Ｋにより押圧された中
間転写ベルト１０の部分と各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋとによって、一次転写ニップ
部が形成される。そして、各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１Ｋ上のトナー像を中間転写ベル
ト１０上に転写する際には、各一次転写ローラ１４に正極性のバイアスが印加される。こ
れにより、各一次転写ニップ部には転写電界が形成され、各感光体１Ｙ、１Ｃ、１Ｍ、１
Ｋ上のトナー像は、中間転写ベルト１０上に静電的に付着し、転写される。感光体１上に
形成されたトナー像を中間転写ベルト１０に転写させる場合、感光体１と中間転写ベルト
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１０は、圧接していることが好ましい。このときの圧接力は、１０～６０Ｎ／ｍの範囲に
あることが好ましい。
【００３０】
　中間転写ベルト１０の周りには、その表面に残留したトナーを除去するためのベルトク
リーニング装置１５が設けられている。このベルトクリーニング装置１５は、中間転写ベ
ルト１０の表面に付着した不要なトナーをファーブラシ及びクリーニングブレードで回収
する構成となっている。なお、回収した不要トナーは、ベルトクリーニング装置１５内か
ら搬送手段により廃トナータンクまで搬送される。また、支持ローラ１３に張架された中
間転写ベルト１０の部分には、二次転写ローラ１６が接触して配置されている。この中間
転写ベルト１０と二次転写ローラ１６との間には二次転写ニップ部が形成され、この部分
に、所定のタイミングで記録部材としての転写紙が送り込まれるようになっている。この
転写紙は、露光装置４の図中下側にある給紙カセット２０内に収容されており、給紙ロー
ラ２１、レジストローラ対２２等によって、二次転写ニップ部まで搬送される。そして、
中間転写ベルト１０上に重ね合わされたトナー像は、二次転写ニップ部において、転写紙
上に一括して転写される。この二次転写時には、二次転写ローラ１６に正極性のバイアス
が印加され、これにより形成される転写電界によって中間転写ベルト１０上のトナー像が
転写紙上に転写される。
【００３１】
　二次転写ニップ部の転写紙搬送方向下流側には、定着手段としての加熱定着装置２３が
配置されている。この加熱定着装置２３は、ヒータを内蔵した加熱ローラ２３ａと、圧力
を加えるための加圧ローラ２３ｂとを備えている。二次転写ニップ部を通過した転写紙は
、これらのローラ間に挟み込まれ、熱と圧力を受けることになる。これにより、転写紙上
に載っていたトナーが溶融し、トナー像が転写紙に定着される。そして、定着後の転写紙
は、排紙ローラ２４によって、装置上面の排紙トレイ上に排出される。
【００３２】
　現像装置５は、そのケーシングの開口から現像剤担持体としての現像ローラ５ａが部分
的に露出している。また、ここでは、キャリアを含まない一成分現像剤を使用している。
　現像装置５は、図３に示したトナーボトル３１Ｙ、３１Ｃ、３１Ｍ、３１Ｋから、対応
する色のトナーの補給を受けてこれを内部に収容している。このトナーボトル３１Ｙ、３
１Ｃ、３１Ｍ、３１Ｋは、それぞれが単体で交換できるように、画像形成装置本体に対し
て着脱可能に構成されている。このような構成とすることにより、トナーエンド時にはト
ナーボトル３１Ｙ、３１Ｃ、３１Ｍ、３１Ｋだけを交換すれば済む。したがって、トナー
エンド時にまだ寿命に達していない他の構成部材はそのまま利用でき、ユーザーの出費を
抑えることができる。
【００３３】
　図５は、現像装置の構成を示す概略断面図である。
　現像剤収納器中の現像剤（トナー）は、現像剤供給部材としての供給ローラ５ｂで攪拌
されながら、感光体１に供給する前記現像剤を表面に担持する現像剤担持体としての現像
ローラ５ａのニップ部分に運ばれる。このとき供給ローラ５ｂと現像ローラ５ａは、ニッ
プ部で逆方向（カウンタ回転）に回転している。更に、現像ローラ５ａに当接するように
設けられた現像剤層規制部材としての規制ブレード５ｃで、現像ローラ５ａ上のトナー量
が規制され、現像ローラ５ａ上にトナー薄層が形成される。また、トナーは、供給ローラ
５ｂと現像ローラ５ａのニップ部と規制ブレード５ｃと現像ローラ５ａの間で摺擦され、
適正な帯電量に制御される。
【００３４】
　図６はプロセスカートリッジの一例の構成を示す概略断面図である。
　本発明においては、静電潜像担持体、静電潜像帯電手段、現像手段、電潜像担持体等の
構成要素のうち、複数のものをプロセスカートリッジとして一体に結合して構成し、この
プロセスカートリッジを複写機やプリンタ等の画像形成装置本体に対して着脱可能に構成
する。図６に示したプロセスカートリッジは静電潜像担持体１、静電潜像帯電手段３、図
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５で説明した現像手段５を備えている。
【００３５】
　図７は、中間転写ベルトの一例の構成を示す外観図である。図７に示すように、基材層
と表層の２層からなる中間転写ベルト１０は、その内周面が繊維状物質７２を含み、繊維
状物質７２の前記で定義した配向角Ｆａ、すなわち５°≦Ｆａ≦３０°の関係を満たすも
のである。
　また中間転写ベルト１０は略円筒形状の無端状ベルトであり、可撓性を有し、自在に変
形可能である。図７では、２本のロールに架け渡してベルト外周面の全体形状が長円形と
なった状態を示している。
　中間転写ベルト１０の寸法は、例えば円筒形状としたときの外径が１００～３００ｍｍ
、幅Ｗが１００～３５０ｍｍである。また、厚みｔは、５０～３００μｍである。
　また、中間転写ベルト１０の引張弾性率は８００～４０００Ｍｐａ、表面抵抗率は１．
０×１０６～１．０×１０１２Ω／□である。
【実施例】
【００３６】
以下、本発明を実施例および比較例によりさらに説明するが、本発明は下記例に制限され
るものではない。
【００３７】
実施例１～実施例９
［繊維状物質の製造方法]
　カッターミルに原料となる繊維を投入し、回転数を１０，０００回転、１５分間、室温
で繊維を短繊維化処理した。そのあと、粉砕機（ＤＤ－２型粉砕機／槙野産業株式会社製
）でさらに、微細化処理を行いさらに粗細物を除去することで、本発明に用いる繊維状物
質を作製した。
【００３８】
［繊維状物質の製造］
　外径５μｍ～１００μｍの繊維（材質：下記表１，２に示す）を上記の［繊維状物質の
製造方法]に従い繊維状物質を作製した。このとき粉砕機の回転数は６０００ｒｐｍとし
、粉砕時間を適宜設定して粉砕し、下記表に示す平均外径および平均繊維長を有する各繊
維状物質を製造した。
【００３９】
[中間転写ベルト１０の成形］
[ペレットの作製]
　ポリフッ化ビニリデン樹脂（ＫＹＮＡＲ ７２１、アルケマジャパン製）からなる熱可
塑性樹脂に、上記［繊維状物質の製造］で作製した繊維状物質を5.0ｗｔ％、カーボンブ
ラックを7.0ｗｔ％の割合で添加し、二軸混錬装置（Ｌ／Ｄ＝４０）に投入し、２００℃
で溶融混錬させ樹脂ペレットを作製した。
　なお実施例７および８では、微粒子としてＰＴＦＥの微粒子（粒子径3.0μｍ）を用い
、熱可塑性樹脂に対して5.0ｗｔ％添加した。また実施例８では、熱可塑性樹脂９０ｗｔ
％および導電性樹脂（ペレスタット6321三洋化成製）１０ｗｔ％の割合で導電性樹脂を添
加した熱可塑性樹脂を用いた。
　配向角Ｆａは、押出し量、ベルトの引取り速度を変えることにより調整した。
【００４０】
[ベルトの成形]
　単軸押出し装置（Ｌ／Ｄ＝３８）のホッパー部にペレットを投入し、φ２００ｍｍの円
形ダイスより押出すことでベルト成形を行った。
【００４１】
[画像評価]
　成形されたベルトを市販のプリンタ（リコー社製）に装着し、画像出力を行った。この
とき、１０ｋ枚の耐刷テストを行い、画像にベルト走行方向にスジ画像が発生しない場合
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は○、スジ画像が発生した場合は×として評価した。
　結果を表１に示す。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
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比較例１
　実施例１において、繊維状物質を添加しなかったこと以外は実施例１を繰り返した。結
果を表２に示す。
【００４４】
比較例２
　キャスト成形方法により配向角Ｆａを４５．０°に設定したこと以外は実施例１を繰り
返した。結果を表２に示す。
【００４５】
【表２】

【００４６】
　表１および表２の結果から、繊維状物質の配向角Ｆａが、５°≦Ｆａ≦３０°の関係を
満たす場合に、中間転写ベルト内周面のキズの発生が防止され、異常画像の形成を抑制し
得ることが確認された。
【００４７】
実施例１０
［共押出し２層成形ベルト成形］
　ベルトの表面性（光沢度、摩擦係数）を向上させるため、実施例１０では、繊維状物質
を含有する基材層に対して、繊維状物質を含有しない表層を金型ダイスに２台の単軸の押
出し機を接続することで共押出し２層成形によりベルト成形を行った。
　基材層には、実施例８で用いた樹脂ペレットを用いた。
　表層には、ポリフッ化ビニリデン樹脂（ＫＹＮＡＲ ７２０、アルケマジャパン製）の
ペレットを用いて上記実施例と同様にベルトの成形を行ったところ、配向角Ｆａは１４．
３°であり、光沢度に優れ、摩擦係数が小さく、かつ画像評価も○評価であった。
【符号の説明】
【００４８】
１ 感光体
１Ｙ イエロー感光体
１Ｃ シアン感光体
１Ｍ マゼンタ感光体
１Ｋ ブラック感光体
２ 作像部
２Ｙ イエロー作像部
２Ｃ シアン作像部
２Ｍ マゼンタ作像部
２Ｋ ブラック作像部
３ 帯電装置（帯電ローラ）
４ 露光装置
５ 現像装置
６ 転写装置
７ クリーニング装置
１０ 中間転写ベルト
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１１ 支持ローラ
１２ 支持ローラ
１３ 支持ローラ
２０ 給紙カセット
３１Ｙ イエロートナーボトル
３１Ｃ シアントナーボトル
３１Ｍ マゼンタトナーボトル
３１Ｋ ブラックトナーボトル
Ｔ トナー（現像剤）
７２ 繊維状物質
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４９】
【特許文献１】特開２００７－１７８７５０号公報
【特許文献２】特開平１０－４８９６３号公報

【図２】

【図３】

【図６】

【図７】
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